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雨降り！ 積み下ろし作業”足元”に注意

雨中の運転 “要注意”、雪道と同じ慎重に！

「タバコの灰を・・・」 ”よそ見をした”

路肩の男性はねられ１人死亡４人けが 車運転の男逮捕

２０１５．９．１９

１９日午前２時半ごろ、愛知県の県道で、乗用車が路肩にいた男性５人をはねた。５人のうち１人が死亡

、４人が重軽傷を負った。警察は自動車運転処罰法違反（過失運転致傷）の疑いで、運転していた会社員の男

性容疑者（３２）を現行犯逮捕した。はねられた５人はいずれも１０代とみられる。容疑者は帰宅途中で、調べ

に対し、「たばこの灰を灰皿に入れようとして、よそ見した」と供述している。

トラック事故の特徴 ”追突事故”が多い

「わき見」の実態･･･「チョット」目を離している間、どれだけ前に進んでいるか？

大型スーパー付近、高齢歩行者の”危険横断”に注意！

十勝管内の労災事故 ⇨ ”４０歳～５０歳台”の”ベテラン”が多い

●”うっかり・ぼんやり”による交通事故を防止しましょう

●”スピードダウン”で安全運転

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

トラックが”第1当事者”の死亡事故、8月末で6.1％減少

２０１５年９月１８日 （金）

調査・データ警察庁が１８日まとめた交通事故統計によると、事業用トラックが第1当事者となった死亡事

故は１－８月末までの累計２１６件となり、２０１４年の同月時点と比べて１４件（6.1％）減少した。自動車全体では１９

３２件で５５件（2.8％）減。

事業用トラックの内訳は、大型貨物が１２３件（７件、5.4％減）、中型貨物が６３件（１５件、19.2％減）、普

通貨物が１３件（１件、８．３％ 増）、軽貨物は１７件（７件、７０％増）。トレーラーは２４件（１件、4％減）だった

自家用貨物車（大型、中型、普通、軽）が第１当事者となった死亡事故は４１７件（３１件、６．９％減）で、ト

レーラーは１件（増減なし）だった。

”駐車禁止” トラックに乗用車が”突っ込む” 1歳児と両親ら4人けが

２０１５年９月１８日（金）

１８日午後１時半すぎ、東京都で、トンネルの出口に止まっていたトラックに後ろから来た乗用車が突っ込

み、横転しました。乗用車に乗っていた夫婦と１歳の長女がけがをしました。トラックの男性運転手もけが

をしています。事故現場は駐車禁止の場所ですが、トラックがしばらくの間、止まっていたとの目撃情報が

あり、警視庁が事故の原因を調べています。

トラックの”前方不注視”

パンクで停車中に、大型トラックが追突、4人死傷

２０１５．９．１８

１３日午後１１時１０分ごろ、群馬県で路肩に停車していた乗用車に対し、後ろから進行してきた大型トラック

が追突する事故が起きた。この事故で乗用車に乗っていた４人が死傷。警察はトラック運転手を逮捕してい

る。追突によって乗用車は大破。後部座席に同乗していた２０歳の女性が頭部強打でまもなく死亡。２０歳の男

性も頭部強打が原因で収容先の病院で死亡している。前席に乗っていたとみられる２０歳の男性と、２４歳の女

性は打撲などの軽傷を負った。警察はトラックを運転していた３４歳の男性を自動車運転死傷行為処罰法違反

（過失傷害）の現行犯で逮捕。２人死亡後は容疑を同致死傷に切り替え、調べを続けている。警察ではトラッ

ク側の前方不注視が事故につながったものとみている。

”右からの横断者”に注意

右から斜めに横断していた自転車の女性が、はねられ重体

２０１５年０９月１７日

１６日午前９時３５分ごろ、山形県で自転車に乗っていた無職の女性（８６）が、無職の男性（７８）の乗用車にはね

られ、外傷性くも膜下出血などで意識不明の重体。警察によると、乗用車が直進中、右から斜めに横断して

きた自転車とぶつかった。現場は横断歩道や信号機のない見通しの良い片側１車線の直線道路。


